


まついえ
つこ 

ミニコン
サート まついえ

つこ 

ミニコン
サート 

２

　

日
本
さ
く
ら
名
所
１
０
０
選
地
に
選
ば

れ
て
い
る
、
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
で
４
月

　

日
か
ら
５
月
５
日
ま
で
の　

日
間
「
八

２１

１５

重
桜
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
八
重
桜
は
４
月　

日
に
満
開
。

２６

今
回
８
万
２
０
０
０
人
の
観
光
客
が
訪

れ
、
夜
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
２
０

０
０
本
以
上
の
桜
が
艶
や
か
に
咲
き
誇

り
、
昼
夜
を
問
わ
ず
魅
了
し
ま
し
た
。

　

４
月　

日
、　

日
、　

日
は
、
イ
ベ
ン

２２

２９

３０

ト
も
行
わ
れ
、
八
重
桜
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
、

合
格
祈
願
祭
、
瓜
連
中
学
校
の
生
徒　

人
１０

に
よ
る
「
一
日
警
察
署
長
」
の
交
通
安
全

運
動
や
、
水
上
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
市

民
に
よ
る
歌
、
踊
り
、
演
奏
、
太
鼓
な
ど

が
披
露
さ
れ
、
ま
つ
り
を
彩
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

日
に
は
桜
と
太
陽
の
下
『
あ

２９

そ
び
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７
』
が
催
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
、
家
族
み
ん
な
で
遊
び
に
夢

中
で
し
た
。

【
ま
つ
い
え
つ
こ　

那
珂
市
瓜
連
出
身
】

　

東
京
音
楽
大
学
作
曲
科

　
（
映
画
・
放
送
音
楽
コ
ー
ス
）
卒
業

　
　

現
在
音
楽
家
と
し
て
活
動
中
� 
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日
は
『
ま
つ
い
え
つ
こ
ミ
ニ
コ
ン

３０
サ
ー
ト
』
を
開
催
。
ま
つ
い
さ
ん
の
「
た

だ
い
ま
�
」
の
言
葉
に
「
お
か
え
り
�
」

と
歓
声
が
沸
き
、
熱
く
元
気
な
歌
声
に
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

夕
暮
れ
か
ら
は
、『
夢AK

ARI

』
の
中
で

行
う
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
演
舞
。
近
隣
市

町
村
を
含
め
た　

団
体
が
参
加
し
て
の
情

１２

熱
的
で
迫
力
あ
る
踊
り
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
、
よ
さ
こ
い
団
体

が
一
つ
と
な
っ
て
踊
る
総
お
ど
り
で
舞
台

の
熱
気
は
最
高
潮
と
な
り
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ

花
火
と
共
に
盛
大
に
締
め
く
く
り

ま
し
た
。



４

　

一
般
会
計
は
、
市
の
基
本
的
な
経
費
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
の
歳
入
歳

出
予
算
の
執
行
状
況
は
、
予
算
現
額
合
計

に
対
す
る
収
入
済
額
の
割
合
が　
・
１
％
、

８９

支
出
済
額
の
割
合
が　

・
４
％
で
、
と
も

８３

に
順
調
に
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
配
当
割
交
付
金
や
株
式
等

譲
渡
所
得
割
交
付
金
の
収
入
割
合
が
１
０

０
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
原
資
と
な
る
県
民
税
配
当
割
や
株
式

等
譲
渡
所
得
割
の
税
収
が
堅
調
で
あ
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
一
方
で
、
県
支

出
金
や
市
債
の
収
入
割
合
が
低
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
県
支
出
金
の
交
付

や
市
債
の
借
り
入
れ
が
、
事
務
手
続
き
の

都
合
で
４
月
以
降
に
な
る
た
め
で
す
。
ま

た
、
繰
入
金
の
収
入
割
合
が
低
く
な
っ
て

い
る
の
は
、
例
年
、
基
金
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
出
納
整
理
期
間
に
行
っ
て
い
る
た
め

で
す
。（
表
１
参
照
）

　

歳
出
で
は
、
土
木
費
の
支
出
割
合
が

　

・
８
％
と
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

５７は
、
道
路
改
良
舗
装
事
業
や
上
菅
谷
停
車

場
線
街
路
整
備
事
業
に
お
け
る
工
事
関
係

の
支
払
い
手
続
き
の
都
合
や
下
水
道
事
業

特
別
会
計
へ
の
繰
り
出
し
が
４
月
以
降
に

な
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
ま
す
。
な
お
、

こ
の
ほ
か
の
歳
出
科
目
の
未
払
い
金
に
つ

い
て
も
、
出
納
整
理
期
間
に
支
払
わ
れ
る

予
定
で
す
。（
表
２
参
照
）

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
場

合
、
特
定
の
歳
入
を
も
っ
て
特
定
の
歳
出

に
充
て
、
一
般
会
計
か
ら
分
離
し
て
別
に

収
支
経
理
を
行
う
会
計
で
す
。
特
別
会
計

の
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
状
況
は
、
予
算

現
額
合
計
に
対
す
る
収
入
済
額
の
割
合
が

　

・
４
％
、
支
出
済
額
の
割
合
が　

・
９

８１

８８

％
で
、
例
年
並
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落

排
水
整
備
事
業
お
よ
び
上
菅
谷
駅
前
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
、
県
支
出

金
の
交
付
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
、
市
債
の
借
り
入
れ
が
４
月
以
降
に
な

る
な
ど
の
理
由
で
収
入
割
合
が
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
公
園
墓
地
事
業
に
お
い

て
、
一
般
会
計
へ
の
繰
り
出
し
が
４
月
以

降
に
な
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
支
出
割
合

が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道

事
業
お
よ
び
上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
に
お
い
て
は
、
工
事
や
設
計
関

係
の
支
払
い
が
４
月
以
降
に
な
る
こ
と
に

加
え
、
事
業
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
こ

と
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
支
出
割
合
が
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
３
参
照
）

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
、
市
政
運
営
の
状
況
を
ご
理
解
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
豊
か
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
た

め
、
毎
年
２
回
、
財
政
事
情
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
で
は
、
４
・
５
月
の
出
納
整
理
期
間
に
収
入
・
支
出
の
整
理
が
で
き
る
た
め
、

最
終
的
な
決
算
額
は
５
月
末
日
に
確
定
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
回
は
３
月
末
現
在
に
お
け

る
予
算
の
執
行
状
況
や
市
有
財
産
の
現
在
高
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
最

終
的
な
決
算
額
に
つ
い
て
は
、「
広
報
な
か　

月
号
」
で
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

１１

平
成　

年
度
下
半
期

１８�
�
�
�
�
�
�
�

一
般
会
計

特
別
会
計

■表１　一般会計歳入予算執行状況 単位：千円、％
収入割合収入済額予算現額歳 入 科 目
９９．９６，３６０，９４９６，３７０，３４２市 税
１００．０７６５，０８３７６５，０８２地 方 譲 与 税
１１３．８２１，９１０１９，２４９利 子 割 交 付 金
１８０．０２６，４１０１４，６７４配 当 割 交 付 金
１６３．４１７，７２１１０，８４２株式等譲渡所得割交付金
１０１．１４５４，２０５４４９，４０５地 方 消 費 税 交 付 金
１００．０１５０，３２９１５０，３２９自動車取得税交付金
１００．０１３４，７１３１３４，７１３地 方 特 例 交 付 金
１００．０３，６６６，７４４３，６６６，７４４地 方 交 付 税
１０１．１２８７，１８９２８４，１１６分 担 金 及 び 負 担 金
１０２．２２０３，４８４１９９，０６３使 用 料 及 び 手 数 料
８８．１１，１３１，１４２１，２８３，９２４国 庫 支 出 金
４５．５４２５，０４０９３３，７４５県 支 出 金
１３２．６２３，４４７１７，６８５財 産 収 入
４．５１４，０６５３１４，９５５繰 入 金
１００．０７４７，０４６７４７，０４６繰 越 金
９８．１４２７，３３８４３５，６２６諸 収 入
４２．０６９６，０００１，６５５，８００市 債
１１５．６１１，１０６９，６１０そ の 他
８９．１１５，５６３，９２１１７，４６２，９５０合　計

■表２　一般会計歳出予算執行状況 単位：千円、％
支出割合支出済額予算現額歳 出 科 目
９７．７２９１，９８９２９９，００１議 会 費
８５．８１，８８７，０３７２，１９８，７９９総 務 費
８４．９３，４６５，５７４４，０８２，００８民 生 費
９４．９１，２０６，２４２１，２７０，６１２衛 生 費
９０．５９４９，４０４１，０４８，５９５農 林 水 産 業 費
９３．０１２７，０５３１３６，６６３商 工 費
５７．８１，６６０，５７２２，８７４，３６１土 木 費
９３．６９１０，４４０９７３，２０２消 防 費
８６．３２，１０４，０３２２，４３７，６３５教 育 費
９２．９１，９６９，４１６２，１１９，２８２公 債 費
２．７６１４２２，７９２そ の 他
８３．４１４，５７２，３７３１７，４６２，９５０合　計

■表３　特別会計歳入歳出予算執行状況 単位：千円、％
支出割合支出済額収入割合収入済額予算現額会　計　名
９０．７４，４４４，２３２９０．９４，４５６，９７１４，９０２，１１８国民健康保険（事業勘定）
９２．４３，９２４，６２９８８．６３，７６１，４５６４，２４７，２１５老 人 保 健
８０．７１，９０９，３０９４０．５９５８，０４１２，３６５，８８６下 水 道 事 業
２５．２２，９０５１０４．４１２，０５７１１，５４５公 園 墓 地 事 業
９１．１４１０，８６７６７．２３０３，０９０４５０，８２９農業集落排水整備事業
８９．０２，３６１，８５９９５．４２，５３２，２３８２，６５４，７９１介護保険（保険事業勘定）
９３．０１６，３５７９６．９１７，０２８１７，５７９介 護 サ ー ビ ス 事 業
７７．４３２４，２５４５２．２２１８，４６２４１８，８８１上菅谷駅前地区土地区画整理事業
８８．９１３，３９４，４１２８１．４１２，２５９，３４３１５，０６８，８４４合　計
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土
地
は
、
国
有
地
の
譲
与
な
ど
に
よ
り

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

建
物
は
、
芳
野
農
産
物
直
売
所
の
建
設

な
ど
に
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

債
権
は
、
自
治
金
融
資
金
預
託
金
の
回

収
お
よ
び
老
人
保
健
施
設
整
備
資
金
貸
付

金
の
返
還
な
ど
に
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

基
金
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等

整
備
基
金
へ
積
み
立
て
を
行
っ
た
こ
と
に

よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。（
表
６
参
照
）

　

市
の
水
道
事
業
は
、
民
間
企
業
と
同
様

に
企
業
会
計
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
独
立

採
算
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

収
益
的
収
支
は
、
経
常
的
な
業
務
の
収

支
を
示
す
も
の
で
、
主
な
収
入
は
水
道
料

金
収
入
、
支
出
は
給
水
の
た
め
の
経
費
や

人
件
費
、
減
価
償
却
費
な
ど
で
す
。
収
支

状
況
は
、
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
支
は
、
水
道
管
の
布

設
な
ど
建
設
改
良
費
の
収
支
を
示
す
も
の

で
す
。
収
支
状
況
は
、
赤
字
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
不
足
分
に
つ
い
て
は
、
内

部
留
保
資
金
な
ど
で
補
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。（
表
７
参
照
）

と
な
り
ま
し
た
。（
表
５
参
照
）

　

今
後
も
、
返
済
す
る
元
金
の
範
囲
内
で

市
債
を
借
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
市
債

残
高
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　

一
時
借
入
金
は
、
会
計
年
度
中
に
一
時

的
に
収
支
の
不
均
衡
を
生
じ
、
歳
計
現
金

が
不
足
し
た
場
合
に
、
そ
の
資
金
の
不
足

を
補
う
た
め
に
借
り
入
れ
る
も
の
で
、
当

該
年
度
の
歳
入
で
返
済
し
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
平
成　

年
３

１８

１０

１９

月　

日
ま
で
に
お
い
て
、
一
時
借
り
入
れ

３１
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

調
達
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
国
や
民

間
の
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
る
資
金
で

す
。
市
債
の
活
用
に
よ
り
、
そ
の
年
度
の

財
政
に
過
度
の
負
担
を
か
け
ず
に
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
将
来
に

わ
た
っ
て
市
債
の
返
済
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
世
代
間
に
お
い
て
公
平
な
負
担
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
平
成　

年
３

１８

１０

１９

月　

日
ま
で
に
、
上
菅
谷
停
車
場
線
街
路

３１
整
備
事
業
や
公
共
下
水
道
事
業
、
臨
時
財

政
対
策
債
な
ど
に
８
億
４
４
５
０
万
円
を

新
た
に
借
り
入
れ
た
一
方
で
、　

億
４
６

１４

２
万
８
０
０
０
円
の
元
金
を
返
済
し
た
こ

と
に
よ
り
、
平
成　

年
３
月　

日
の
現
在

１９

３１

高
は
、
３
４
３
億
４
６
５
万
８
０
０
０
円

　

市
の
財
政
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
直

接
・
間
接
の
負
担
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
、
市
税
は
、
財
政
運
営
上

極
め
て
重
要
な
歳
入
で
あ
り
、
常
に
適
正

公
平
な
賦
課
徴
収
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
３
月　

日
現
在
に
お
け
る
市

１９

３１

税
の
収
入
済
額
は
、　

億
６
０
９
４
万
９

６３

０
０
０
円
で
、
１
人
あ
た
り　

万
２
５
９

１１

７
円
を
負
担
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。（
表
４
参
照
）

　

市
債
は
、
大
規
模
な
事
業
を
実
施
す
る

際
、
そ
の
年
度
の
収
入
だ
け
で
は
財
源
を

市
税
負
担
の
状
況

市
債
現
在
高

一
時
借
入
金

市
有
財
産
現
在
高

水
道
事
業
会
計

問
い
合
わ
せ

　

財
政
課
財
政
係

　

�
２
９
８
・
１
１
１
１

　

内
線
５
２
２

■表４　市税負担の状況
１人あたりの
負担額（円）

１世帯あたりの
負担額（円）

収入済額
（千円）税　　目

４３，３４９１２２，３４１２，４４８，９０６市 民 税
５６，３６６１５９，０７９３，１８４，２９０固 定 資 産 税
１，７１８４，８４７９７，０３２軽 自 動 車 税
６，３２１１７，８４０３５７，１１０市 た ば こ 税
４，８４３１３，６６９２７３，６１１都 市 計 画 税
１１２，５９７３１７，７７６６，３６０，９４９合　計

※世帯数２０，０１７世帯、人口５６，４９３人（平成１９年３月３１日現在）

■表５　市債現在高（元金） 単位：千円
平成１９年
３月３１日現在増　減平成１８年

９月３０日現在区　　分

５６８，８０１△４５，０３０６１３，８３１総 務 債
１６８，１７４△２１，０３２１８９，２０６民 生 債
１，９３１，３１８△８７，６８９２，０１９，００７衛 生 債
３４１，５３５△２３，８０４３６５，３３９農 林 水 産 業 債

０△６，１００６，１００商 工 債
２，２００，５２５△１４０，７７２２，３４１，２９７土 木 債
２，０６６，８６９△１００，２０２２，１６７，０７１都 市 計 画 債
８２１，４７０△３０，８１１８５２，２８１公 営 住 宅 債
２８５，０２０△１２，１３０２９７，１５０消 防 債
３，６６１，６５０△１７６，１１８３，８３７，７６８教 育 債

２９５△１４５４４０転 貸 債
１，４９４，２１６△６２，８３６１，５５７，０５２減 税 補 て ん 債
１６５，２１４△６，６８４１７１，８９８臨時税収補てん債
４，０７９，９１０５５４，１４０３，５２５，７７０臨 時 財 政 対 策 債
４７，５３０△１１，３６３５８，８９３県 振 興 資 金

１７，８３２，５２７△１７０，５７６１８，００３，１０３小　計
１０，６５６，２６４△２３５，５５８１０，８９１，８２２下 水 道 事 業 債
３，２３２，７７４△４９，２２３３，２８１，９９７農業集落排水整備事業債
４８６，０１８５０，４４８４３５，５７０土地区画整理事業債
２，０９７，０７５△１５５，２１９２，２５２，２９４水 道 事 業 債
３４，３０４，６５８△５６０，１２８３４，８６４，７８６合　計

■表６　市有財産現在高
平成１９年
３月３１日現在増　減平成１８年

９月３０日現在単位区　　分

１，６５２，３７８１８，０７１１，６３４，３０７m２土 地
１６６，１４８１９４１６５，９５４m２建 物
１５，５４０１５，５４０千円有 価 証 券
８３，２１９８３，２１９千円出資による権利
１４５１４５台車 両 等

１０３，９９２△１９，０６１１２３，０５３千円債 権
４，６５２，０５１６９，１５３４，５８２，８９８千円基 金

※水道事業会計分は含まない

■表７　水道事業会計 単位：千円
支　出収　入区　　分
１，０３１，１４３１，１６２，５３６収 益 的 収 支
５１８，４６８５１，７３６資 本 的 収 支
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　活動的な生活を送るために、からだの機能を維持・
向上させるには特に「運動器の機能向上」「栄養改善」
「口腔機能の向上」は欠かせません。

※平成１８年４月から、介護予防事業として、住民健診
において６５歳以上のかたに【基本チェックリスト】
を実施しています。

��������	
��

��������	
���
�����

地域包括支援センター

那珂市役所介護福祉課

　�２９８－１１１１（内線２０５）

福田・五台・芳野地区
地域包括支援
　サブセンター　ゆたか園
　　�２９５－１２８７神崎・額田・菅谷地区

地域包括支援
　サブセンター　青燈会
　　�２９５－５２８８

戸多・木崎・瓜連地区
地域包括支援
　サブセンター　ナザレ園
　　�２９６－３４０５

あなたのチェックリストの結果はいかがでしたか？　お気軽にご相談ください。

介護予防事業については、��������	

または、お住まいの地域の��������	
��にお問い合わせください。

左の基本チェックリストの回答の中で、■ ■の色の数を数えて、下のあなたに必要な介護予防を確認してみてく

ださい。

あなたに必要な介護予防該当項目該当個数

特に運動器の機能向上、栄養改善、口腔機能の向上です。１０個以上あるかた
Ａ群からＦ群まで

　　／２０

運動器の機能向上です。３個以上あるかた
Ｂ群　　
　　／５

栄養改善です。２個あるかた
Ｃ群　　
　　／２

口腔機能の向上です。２個以上あるかた
Ｄ群　　
　　／３

閉じこもり予防です。１個以上あるかた
Ｅ群　　
　　／２

認知症予防です。　１個以上あるかた
Ｆ群　　
　　／３

うつ予防です。　２個以上あるかた
Ｇ群　　
　　／５



広報なか６月号７

◆日常生活のなかで、次の質問表に当てはまる方に「はい」「いいえ」でチェックしてみま

しょう。

※ＢＭＩとは、肥満や低体重の判定に用いられるものです。（標準：１８．５以上　２５未満）
　【例：体重５０kg　身長１５０cmのかたの場合　ＢＭＩ＝ ５０ ÷ １．５ ÷ １．５ ＝ ２２．２ 】

バスや電車などで、１人で外出していますか１

日用品の買い物をしていますか２

預貯金の出し入れをしていますか３

友人の家を訪ねていますか４

家族や友人の相談にのっていますか５

階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか６

椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか７

１５分位続けて歩いていますか８

この１年間に転んだことがありますか９

転倒に対する不安は大きいですか１０

６か月間で２～３kg以上の体重減少がありましたか１１

ＢＭＩ【体格指数】が１８．５未満ですか
　※計算方法（ＢＭＩ＝体重　　kg÷身長　　ｍ÷身長　　ｍ）

１２

半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか１３

お茶や汁物等でむせることがありますか１４

口の渇きが気になりますか１５

週に１回以上は外出していますか１６

昨年と比べて外出の回数が減っていますか１７

周りの人から「いつも同じことを聞く」などの物忘れがあると言われますか１８

自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか１９

今日が何月何日かわからない時がありますか２０

（ここ２週間）毎日の生活に充実感がない２１

（ここ２週間）これまで楽しんでやれたことが楽しめなくなった２２

（ここ２週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる２３

（ここ２週間）自分が役に立つ人間だとは思えない２４

（ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする２５

基本チェックリスト 

Ａ
群

いいえはい

いいえはい

いいえはい

いいえはい

いいえはい

Ｂ
群

いいえはい

いいえはい

いいえはい

いいえはい

いいえはい

Ｃ
群

いいえはい

いいえはい

Ｄ
群

いいえはい

いいえはい

いいえはい

Ｅ
群

いいえはい

いいえはい

Ｆ
群

いいえはい

いいえはい

いいえはい

Ｇ
群

いいえはい

いいえはい

いいえはい

いいえはい

いいえはい

回　答 



８

　３８年間警察業務に携わってこられた中�さ
んは、「このたびの受章は任務を全うします
過程で、まず家族の支えの充実と、さらに、
転勤地での先々での皆様がたのご厚情による
賜であります。今までを振り返りますと、そ
の節々ですばらしい皆
様がたと出会い、共に
歩み続けられたことを
感謝いたしておりま
す。これからは、受章
の栄を汚さないよう
に、自分なりの余生を
送ります」と優しく
語ってくれました。

　五島さんは、昭和３４年に小川小（現小美玉
市立小川小）に初赴任し、母校の木崎小教頭、
飯富小校長を歴任、また、県水戸教育事務所
では教育行政に携わり、水戸三中校長のとき
には、県内小中学校長からなる茨城県学校長
会長を務めるなど、退
職までの３８年間を学校
教育に力を注がれまし
た。そして現在も、県
教育論文の審査委員と
して教職員の育成に、
地域のボランティアに
とますますご活躍され
ています。
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４
月　

日
、
春
の
叙
勲
が
内
閣
府
か
ら
発
表
さ

２９

れ
、
市
内
で
は
３
人
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
警
察
官
や
自
衛
官
、
消
防
吏
員
な
ど
現

場
で
危
険
性
の
高
い
業
務
に
従
事
し
た
か
た
を
対

象
と
す
る
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が
４
月　

日
付

１３

け
で
発
表
さ
れ
、
３
人
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
者
の
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

中�　� さん（菅谷）
（元警視正）

瑞宝双光章
五島安文さん（菅谷）
（元公立中校長）

瑞宝双光章

　橘内さんは、昭和２６年に福島県警察に奉
職、会津若松警察署を振り出しに福島警察
署、郡山警察署などで勤務され、いわき中央
署で警部として退職を迎えるまでの３９年間、
地域社会の治安の維持にご尽力されました。
　機動隊員、機動捜査
隊員としてご活躍の
後、刑事として事件・
事故の捜査に全力を傾
注された橘内さん。
「家族の協力が本当に
ありがたかったです」
とにこやかに語ってく
れました。

　萩野谷さんは、昭和１８年に日本赤十字救護
看護婦となり、戦時中は傷病兵の救護に従事
し、戦後は、無医村の巡回診療や桜川堤防決
壊による水害救護、またカラフト在住邦人の
最後の引き揚げに携わるなど、多方面にわた
りご尽力されました。
「今回このような章を
頂きましたことは長い
間多くのかたがたの温
かいご指導とご支援が
あったからこそと深く
感謝いたします」と思
い出深く語ってくれま
した。橘内昭司さん（平野）

（元警部）

瑞宝単光章
萩野谷シツヱさん（後台）
（元病院看護婦長）

瑞宝単光章

　滑川さんは、昭和４４年から３４年間の長きに
わたり警防に力を発揮され、地域住民の生命
や財産を火災等の災害から守り続けてきまし
た。その多くの経験から、迅速な消火活動と
周囲や隊員の安全の指揮を取りつつ、隊員の
現場指導にも務めるな
ど、消防の発展に大き
く貢献されました。今
回の受章に「皆さんの
力があってのもので、
自分の力だけでは受章
できないですよ」と謙
虚に微笑んで語ってい
ました。

　法務教官であった芳賀さんは、昭和３５年に
小田原少年院に赴任後、茨城県内の少年院や
少年鑑別所などで計３７年間、矯正教育を通し
て青少年の更生にご尽力されました。「退院
した少年が社会の一員として復帰した姿を見
ることができたとき
が、この仕事をしてい
て良かったと感じる瞬
間でした」と語る芳賀
さん。「仕事に 邁  進 で

まい しん

きたのも家族の協力の
お陰です。本当に感謝
しています」と笑顔で
語っていました。滑川一弘さん（古徳）

瑞宝単光章
芳賀　� さん（菅谷）
（元法務教官）

瑞宝単光章

（元那珂瓜連地区事務組合消防司令）
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●くらしの情報

請
求
」
と
は
、
は
が
き
・
手

紙
・
電
子
メ
ー
ル
な
ど
が
突

然
届
き
、
使
用
し
た
覚
え
の
な
い
「
有
料
サ

イ
ト
」
利
用
料
の
支
払
い
や
、
借
り
た
覚
え

の
な
い
借
金
の
返
済
を
迫
ら
れ
る
と
い
う
も

の
で
す
。
こ
れ
ら
の
請
求
は
何
ら
か
の
名
簿

を
使
用
し
た
り
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
自
動
生

成
ソ
フ
ト
を
使
用
し
た
り
し
な
が
ら
無
差
別

に
請
求
の
通
知
を
送
り
つ
け
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
通
知
を
受
け
取
っ
た

場
合
は
、
身
に
覚
え
が
な
け
れ
ば
、
こ
ち
ら

か
ら
連
絡
せ
ず
無
視
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
万
一
、
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
警

察
に
被
害
届
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
子
や
孫
を
装
っ
て
電
話
を
か
け
理

由
を
つ
け
て
お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
い
わ
ゆ

る
「
お
れ
お
れ
詐
欺
」
や
、
警
察
官
を
装
い

交
通
事
故
の
示
談
金
等
を
名
目
に
振
り
込
ま

せ
る
と
い
う
よ
う
な
詐
欺
の
被
害
も
全
国
で

相
次
い
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
電
話
を
受

け
た
場
合
は
、
慌
て
て
振
り
込
み
を
し
た
り

せ
ず
に
、
本
人
に
折
り
返
し
連
絡
を
と
り
、

電
話
の
内
容
が
本
当
か
ど
う
か
確
認
し
た

り
、
家
族
や
警
察
に
相
談
し
て
か
ら
対
処
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
請
求
が
覚
え
の
な
い
も
の
だ
っ
た
ら

◎
記
載
さ
れ
て
い
る
連
絡
先
（
携
帯
電
話
番
号
が
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
）に
は
絶
対
に
連
絡
を
し
な
い
。

◎
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
て
も
絶
対
に
振
り
込
ま
な
い
。

最
近
の
手
口
で
は
郵
便
局
の
私
書
箱
を
利
用
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

◎「
直
接
回
収
に
行
く
」
や
「
親
族
、
近
所
に
迷
惑
が
か

か
る
」
な
ど
の
文
面
に
は
動
じ
な
い
。

単
な
る
脅
し
で
あ
り
、
直
接
回
収
に
来
た
と
い
う
例
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◎
通
知
さ
れ
た
物
（
は
が
き
・
手
紙
・
電
子
メ
ー
ル
な
ど
）

を
証
拠
品
と
し
て
保
管
す
る
。

家
族
が
間
違
っ
て
支
払
わ
な
い
よ
う
に
、
家
族
内
で
架

空
請
求
で
あ
る
旨
を
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
振
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
場
合
は
、
警
察
に
被
害
届
を
出

す
。
ま
た
、
振
り
込
ん
だ
金
融
機
関
に
連
絡
し
て
送
金

の
停
止
等
を
依
頼
す
る
。

架
空
請
求
や
詐
欺
の
手
口
は
日
ご
と
に
巧
妙
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
少
し
で
も
「
お
か
し
い
」
と
思
っ
た
ら

次
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
ご
注
意
く
だ
さ
い
�

郵
便
物
が
裁
判
所
か
ら
の
「
特
別
送
達
」
の
場
合
は
無

視
で
き
ま
せ
ん
。
次
の
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／

那
珂
警
察
署　

�
３
５
２
・
０
１
１
０　

茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

�
２
２
５
・
６
４
４
５

市
生
活
安
全
課
消
費
生
活
係

�
２
９
８
・
１
１
１
１　

内
線
４
４
３　

架
空
請
求
の
は
が
き
や
手
紙
、
電
子
メ
ー
ル

を
受
け
取
っ
た
際
の
対
処
法

全
国
で
架
空
請
求
に
よ
る
被
害
が

今
な
お
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、

対
処
法
を
今
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い

������������������������������	
全国でさまざまなタイプの架空請求はがきが出回っています。

ここでは市内にお住いのかたに実際に届いた架空請求のはがきを紹介します。

●●●●●● ●● 

●●● ●●●● 

● 

●● ▲▲▲▲ ■■■■ 
▲ ■■ 

「
司
法
処
分
最
終
通
告
」
と
書
か
れ
た
も
の

●●●●● ●● 

●● 

● 

■■■■ 

■■ 

▲▲▲▲ 

▲▲ 

「
民
事
裁
判
通
告
書
」
と
書
か
れ
た
も
の

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
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■
市
が
行
う
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て

　

対
象
年
齢
と
検
査
項
目
に
つ
い
て
は
、

表
３
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
対
象
年
齢
内
に
あ
っ
て
も
、

次
に
該
当
す
る
か
た
は
、
集
団
検
診
の
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
検
診
の
申
し
込
み
方
法

　

検
診
日
程
等
に
つ
い
て
は
、「
平
成　

年
１９

度
健
康
診
査
年
間
日
程
表
」
ま
た
は
那
珂

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
の
上
、
電
話
ま

た
は
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
各

日
、
乳
房
超
音
波
検
査　

人
、
乳
房
レ
ン

５０

ト
ゲ
ン　

人
の
定
員
で
す
。

５０

■
乳
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
ま
す
か
？

　

表
２
は
、
平
成　

年
度
の
那
珂
市
の
乳

１７

が
ん
検
診
受
診
者
数
と
要
精
検
者
数
を
示

し
た
も
の
で
す
。
受
診
者
が　

歳
代
に
多

５０

い
の
に
対
し
、
要
精
検
者
は　

歳
代
に
多

４０

い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
要
精
検
者
の
中
か

ら
乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
る
の
は
数
人
で
す
。

　

乳
が
ん
は
、
早
期
の
場
合
ほ
と
ん
ど
が

治
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
状
況
を
踏

ま
え
、
市
で
は　

歳
か
ら
検
診
を
実
施
し

２５

て
い
ま
す
。

■
乳
が
ん
は
増
え
て
い
ま
す

　

２
０
０
４
年
に
乳
が
ん
で
亡
く
な
っ
た

女
性
は
、
全
国
で
１
０
’　
５
２
４
人
、
茨

城
県
で
２
４
４
人
と
、
表
１
の
よ
う
に

年
々
増
え
て
い
る
現
状
で
す
。
特
に　

歳
６４

以
下
の
女
性
で
、
乳
が
ん
は
が
ん
死
の

ト
ッ
プ
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
増
え
て

い
く
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

集
団
検
診
の
対
象
と
な
ら
な
い
か
た

①
乳
房
に
し
こ
り
の
あ
る
か
た

【
理
由
】

　

レ
ン
ト
ゲ
ン
は
、
乳
房
を
挟
ん
で
撮
影

し
ま
す
が
、
し
こ
り
が
乳
房
の
上
部
内
側

な
ど
に
あ
っ
た
場
合
、
写
真
に
写
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
し
こ
り
が
出

血
し
や
す
い
の
う
胞
内
腫
瘍
だ
っ
た
場

合
、
撮
影
時
の
圧
迫
に
よ
り
、
の
う
胞
内

の
粘
液
成
分
が
広
が
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
か
ら
で
す
。

②
１
年
以
内
に
胸
部
（
心
臓
・
肺
等
）
の

手
術
を
受
け
た
か
た

③
シ
リ
コ
ン
注
入
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
装

着
、
カ
テ
ー
テ
ル
留
置
を
し
て
い
る
か
た

【
理
由
】

　

両
側
の
撮
影
が
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

※
検
診
は
、
あ
く
ま
で
も
症
状
の
な
い
か

た
か
ら
病
気
を
見
付
け
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
自
覚
症
状
の
あ
る
か

た
は
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
を
お
勧
め

し
ま
す
。

■表１　乳がんの年間死亡者数

■表２　平成１７年度那珂市乳がん検診受診者数と要精検者数

■表３　乳がん検診の対象年齢と検査項目

検　査　項　目対象年齢

乳房超音波検査２５～３９歳

乳房レントゲ
ンは２年に１
回です

乳房超音波検査＋乳房レントゲン（２方向）４０～４９歳

乳房超音波検査＋乳房レントゲン（１方向）５０～５６歳

乳房レントゲン（１方向）５７～６５歳

※４０～４９歳は、乳腺の発達状況等により乳房レントゲンが２方向撮影となっています。
４０～４９歳のかたが１方向を、５０～６５歳のかたが２方向を選択することはできません。
※市で決められた対象年齢、検査項目、受診回数以上に検診を希望されるかたは、個人
的に医療機関で受診してください。

０ 
１９７５ 
年 

３２６２ 

６８ 

１９８０ 
年 

４１４１ 

７０ 

１９８５ 
年 

４９２２ 

８７ 

１９９０ 
年 

５８４８ 

１３２ 

１９９５ 
年 

７７６３ 

１８２ 

２０００ 
年 

９１７１ 

２０２ 

２００１ 
年 

９６５４ 

２４９ 

２００２ 
年 

９６０４ 

２２２ 

２００３ 
年 

９８０６ 

２４１ 

２００４ 
年 

１０５２４ 

２４４ 

２０００ 

４０００ 

６０００ 

８０００ 

１００００ 

１２０００ 全
国 

（人）
 

０ 

５０ 

１００ 

１５０ 

２００ 

２５０ 

３００ 茨
城
県 

（人）
 

全国　（人） 

茨城県（人） 

増加傾向に 

０ 

２ ２０ 

受
診
者
数 

（人）
 

要
精
検
者
数 

（人）
 

要精検者数（人） 

４ 

６ 

８ 

１０ 

１２ 

４０ 
６０ 
８０ 
１００ 
１２０ 
１４０ 
１６０ 
１８０ 

受診者数　（人） 

２５－２９歳 

４ 

１ 

３０－３９歳 

１０９ 

５ 

４０－４９歳 

１１０ 

１２ 

５０－５９歳 

１５８ 

８ 

６０－６５歳 

６７ 

２ 

資料：厚生労働省人口動態統計



広報なか６月号１１１１

市政だより 
■
月
に
１
度
は
自
己
検
診
を

　

乳
が
ん
は
、
乳
房
の
中
に
固
く
て
痛
み
の
な

い
小
さ
な
し
こ
り
が
で
き
ま
す
。
こ
の
し
こ
り

が
あ
る
か
ど
う
か
、
自
分
で
調
べ
る
こ
と
を

「
自
己
検
診
」
と
い
い
ま
す
。
乳
房
の
ち
ょ
っ

と
し
た
変
化
が
乳
が
ん
発
見
の
手
が
か
り
に
な

り
ま
す
。
が
ん
検
診
と
併
せ
て
自
己
検
診
を
実

施
し
、
少
し
で
も
早
く
異
常
を
見
付
け
て
、
乳

房
を
、
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
（
表
４
参
照
）。

■表４　自己検診のポイント

■毎月、月経終了の１週間後くらいに。閉経後の人は毎月、日を決めて実施する。
■視診（鏡の前で、明るい部屋で）
両腕を上げて、乳房や乳首の形や色の変化、乳房のくぼみやひきつれ、乳首のへ
こみやただれなどがないかを調べる。
■触診（あおむけに寝て、しこりがあるか）
右の乳房を調べるとき：
右肩の下に薄い枕を敷き、乳房が垂れず胸の上に平均に広がるようにする。内側
半分を調べるときは、右腕を頭の後方に上げ、左手の指の腹で軽く圧迫して、ま
んべんなく触れる。外側半分を調べるときは、右腕を自然に下げ左手の指の腹で
触れる。※左も同じ要領で。
■触診（立って）
わきの下にしこりがあるか、左右の乳首を軽くつまみ乳を搾り出すようにして血
の様な分泌物が出ないかを調べる。
 資料　（財）日本対がん協会編集「乳がんの自己検診法」より
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■所得税の納税額が減り、その代わりに住民税の納税額が増えます

（税源移譲）

　県や市町村が身近でよりよい行政サービスを行えるよう、所得税か
ら住民税へ税源の移し替えを行います。
■税源移譲の前後で、所得税と住民税を合わせた納税額は基本的には

変わりません

　所得税が減る分だけ、住民税が増えます（下表参照）。

○表　夫婦＋子ども２人のご家庭の１年間の納税額（例）

合計住民税所得税給与収入

　９，０００円　９，０００円　　　０円３００万円

１９５，０００円　７６，０００円１１９，０００円５００万円

４５９，０００円１９６，０００円２６３，０００円７００万円

合　計住民税所得税

　９，０００円　９，０００円　　　０円

１９５，０００円１３５，５００円　５９，５００円

４５９，０００円２９３，５００円１６５，５００円

増減額

０円

０円

０円

�

■税源移譲による所得税の減額と住民税の増額の時期にはズレがあります（下図参照）

　サラリーマンのかたの場合、平成１９年１月から所得税が減り、平成１９年６月から住民税が増えます

※景気回復による定率減税の廃止や皆さんの収入の増減など、別の要因により実際の負担額は変動しますのでご留

意ください。

■年金受給者　平成１９年２月から所得税が減り、平成１９年６月から住民税が増えます。
■事業所得者　平成１９年６月から住民税が増え、平成２０年３月の確定申告から（予定納税の場合は平成１９年７月

から）所得税が減ります。

所得税

住民税

○図　サラリーマンのかたの納税額の変化（イメージ）

▲

平成１８月１１月 １２月 平成１９月１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

▲
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福
祉
循
環
バ
ス
に
つ
い
て
、
毎
日
見
掛

け
る
が
、
乗
っ
て
い
る
人
が
少
数
で
あ

る
。
改
善
策
と
し
て
、

１
、
タ
ク
シ
ー
利
用
の
補
助
金
を
出
す

２
、
バ
ス
を
バ
ン（
ワ
ゴ
ン
車
）に
代
え
る

こ
と
で
経
費
削
減
が
で
き
る
の
で
は
。

 

（
年
齢
不
明 
男
性
）

回　

答

　

福
祉
循
環
バ
ス
は
、
自
分
で
車
を
運
転

で
き
な
い
高
齢
者
や
障
害
者
を
は
じ
め
と

す
る
市
民
の
皆
様
に
、
買
物
、
通
院
、
公

共
施
設
等
へ
の
交
通
手
段
と
し
て
、
年
間

約
２
万
７
千
人
の
ご
利
用
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

１
の
ご
提
案
に
つ
い
て
で
す
が
、
現

在
、
市
で
は
重
度
の
障
害
者
や
要
介
護
者

が
通
院
等
に
利
用
す
る
タ
ク
シ
ー
に
つ
い

て
、
初
乗
り
分
（
６
０
０
円
）
を
助
成
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
料

金
の
一
部
を
助
成
し
た
場
合
、
市
の
経
費

は
削
減
で
き
ま
す
が
、
個
人
負
担
が
生
じ

る
た
め
、
利
用
者
が
気
軽
に
利
用
で
き
な

く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
、
タ
ク
シ
ー
利
用
の
補
助
金
を
出
す
こ

と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

２
の
ご
提
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
バ
ス

（
市
の
所
有
物
）の
交
換
時
に
経
費
削
減
策

の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
今
ま
で
同
様
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
を
実
施
し
て
皆
様
の
声
を
取
り
入
れ
、

経
費
削
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご

理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
み
収
集
所
の
ご
み
袋
に
つ
い
て
、
カ

ラ
ス
が
つ
つ
い
て
ご
み
が
散
乱
し
て
い
る

の
を
見
掛
け
る
。
先
日
テ
レ
ビ
で
「
ご
み

袋
を
黄
色
に
し
た
と
こ
ろ
、
見
向
き
も
し

な
く
な
っ
た
」
と
あ
っ
た
が
、
那
珂
市
で

も
検
討
し
て
み
て
は
。　
 

（　

代 
男
性
）

５０

回　

答

　

ご
み
袋
の
改
善
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現

在
、
ど
こ
の
市
町
村
で
も
苦
慮
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
「
ご
み
袋
の
色
を
黄
色
に
し
て
は
ど
う

か
」
と
の
ご
意
見
に
つ
い
て
で
す
が
、
当

市
に
お
い
て
も
そ
の
効
果
に
注
目
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
成
功
し
て
い
る
市
町

村
の
状
況
を
調
査
し
な
が
ら
、
常
陸
大
宮

市
と
共
同
で
設
置
し
て
い
る
大
宮
地
方
環

境
整
備
組
合
と
も
協
議
し
、
検
討
を
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
本
年
度
、
一
部
地
域
（
被
害
が
多

い
場
所
）
に
お
い
て
実
験
的
に
試
行
を
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
「
本
棚
が
が
ら
が
ら
で
す
」
と
の

件
に
つ
き
ま
し
て
は
、　

万
点
所
蔵
能
力

１５

が
あ
る
と
こ
ろ
に
約
半
分
の
７
〜
８
万
点

の
資
料
し
か
入
っ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の

よ
う
な
ご
意
見
を
寄
せ
ら
れ
る
か
た
も
お

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
図
書
館
は
い
つ
も

新
鮮
な
情
報
や
資
料
を
提
供
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
、
今
後
の
資
料
の
増
加
を

想
定
し
、　

万
点
所
蔵
で
き
る
本
棚
を
設

１５

計
し
た
訳
で
す
。
図
書
館
を
利
用
さ
れ
る

皆
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

今
後
も
徐
々
に
資
料
を
増
や
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

市
立
図
書
館
の
本
棚
が
が
ら
が
ら
で
あ

る
。
市
民
か
ら
本
を
寄
贈
し
て
も
ら
っ
て

は
ど
う
か
。 

（　

代 
女
性
）

５０

回　

答

　

市
立
図
書
館
へ
の
図
書
の
寄
贈
に
つ
い

て
は
、
随
時
受
け
付
け
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
方
法
は
、
寄
贈
を
希
望
す
る
か
た
に

申
請
用
紙（
窓
口
に
準
備
し
て
お
り
ま
す
）

を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
図
書
館
で
受
け

入
れ
の
可
否
を
判
断
し
て
、
後
日
連
絡
を

差
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

市政だより 

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
・
ご
要
望
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

市
民
ボ
ッ
ク
ス
を
市
内
各
施
設
に
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
一
部

と
、
そ
の
回
答
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

市民ボックスの設置場所
■市役所１階
（市民課前ロビー・総合案内隣）
■瓜連支所
■市中央公民館
■市総合保健福祉センター
 「ひだまり」
■市総合センターらぽーる
■那珂総合公園
■ふれあいセンターよしの
■ふれあいセンターよこぼり
■市立図書館

　

今
後
と
も
、
市
政
に
対
す
る
ご
意
見
・

ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。
貴
重
な
ご
提
言
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�������
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■
児
童
手
当
と
は
？

　

児
童
手
当
と
は
、
家
庭
に
お
け
る
生
活

の
安
定
と
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健

全
な
育
成
お
よ
び
資
質
の
向
上
に
役
立
て

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
児
童
を
養
育
し

て
い
る
か
た
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

○
支
給
対
象

　
　

歳
到
達
後
最
初
の
３
月　

日
ま
で
の

１２

３１

間
に
あ
る
児
童（
小
学
校
修
了
前
の
児
童
）

を
養
育
し
て
い
る
か
た

○
支
払
時
期

　

２
月
・
６
月
・　

月
１０

※
た
だ
し
、
前
年
（
１
月
か
ら
５
月
ま
で

の
月
分
の
手
当
に
つ
い
て
は
前
々
年
）

の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
に
は
、

所
得
制
限
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

児
童
手
当
を
受
給
す
る
た
め
の
所
得
制

限
限
度
額
は
、
表
２
の
と
お
り
で
す
。

■
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
る
に
は
？

　

転
入
や
出
生
に
よ
り
、
新
た
に
児
童
手

当
の
該
当
に
な
っ
た
保
護
者
の
か
た
は
、

認
定
請
求
手
続
き
が
必
要
で
す
。

○
現
在
、
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
な
い
、
ま
た
は
以
前
受
給

し
て
い
て
も
平
成　

年
度
児
童
手
当
所

１８

得
制
限
に
よ
り
受
給
で
き
な
か
っ
た

（
消
滅
さ
れ
た
）
保
護
者
の
か
た
で
、
今

年
度
の
所
得
制
限
（
表
２
参
照
）
限
度

額
未
満
で
該
当
す
る
保
護
者
の
か
た

も
、
新
規
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

※
自
動
的
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
忘

れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
以
外
の
場
合
で
も
、
児
童
手
当

は
、
保
護
者
の
か
た
か
ら
の
請
求
が
な
い

と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
該
当
す
る
か
た

は
、
市
社
会
福
祉
課
で
児
童
手
当
認
定
請

求
書
の
発
行
を
受
け
、
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
認
定
さ
れ

た
場
合
は
、
請
求
手
続
き
を
し
た
月
の
翌

■
児
童
手
当
制
度
が
、
次
の
と
お
り
改

正
さ
れ
ま
し
た

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
、
子
育
て

１９

を
行
う
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
観
点
か
ら
、
児
童
手
当
制
度
が
拡

充
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
平
成

年
４
月
分
か
ら
３
歳
未
満
の

１９

乳
幼
児
に
対
し
て
児
童
手
当
の
額
が

一
律
月
額
１
万
円
に
な
り
ま
し
た

（
表
１
参
照
）。

●
今
回
の
改
正
に
伴
う
新
た
な
手
続
き

は
特
に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
３
歳
到
達
後
の
翌
月
分
か
ら
は
、
第

１
子
お
よ
び
第
２
子
の
手
当
月
額
は

５
千
円
と
減
額
に
な
り
ま
す
。

月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
公
務
員
の
場
合
は
勤
務
先
で

の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。（
独
立
行
政
法

人
に
お
勤
め
の
か
た
は
、
市
社
会
福
祉
課

で
の
請
求
に
な
り
ま
す
。）

　

認
定
請
求
書
の
ほ
か
に「『
健
康
保
険
被

保
険
者
証
』
の
写
し
」
ま
た
は
『
年
金
加

入
証
明
書
』、「『
児
童
手
当
用
所
得
証
明

書
』
ま
た
は
『
課
税
証
明
書
』」
な
ど
、
必

要
に
応
じ
て
添
付
書
類
を
提
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
児
童
手
当
の
認
定
請
求
・
額
改
定
請
求

先
は
？

　

市
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
で
申
請

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■表１　児童手当の額（改正前と改正後）

【改正後】

１０，０００円（月額）第１子（３歳未満）

１０，０００円（月額）第２子（３歳未満）

１０，０００円（月額）第３子以降
（３歳未満）

　５，０００円（月額）第１子
（３～１２歳まで）

　５，０００円（月額）第２子
（３～１２歳まで）

１０，０００円（月額）第３子以降
（３歳～１２歳まで）

※第１子、第２子と児童数として数えるのは、
１２歳になった日以後の最初の３月３１日の子ど
もまでです。

【改正前】

　５，０００円（月額）第１子

　５，０００円（月額）第２子

１０，０００円（月額）第３子以降

厚生年金等
加入のかた

国民年金
加入のかた扶養親族等の数

５３２万円４６０万円０人

５７０万円４９８万円１人

６０８万円５３６万円２人

６４６万円５７４万円３人

扶養が１人増すごとに３８万円加算４人以上

■表２　平成１９年度所得制限限度額

※平成１９年６月～平成２０年５月手当分
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　障害のある人の自立と社会参加を支援するために、障害の種類（身体障害、知的障害、精神障害）にかかわらず
地域で利用できる障害福祉サービス（介護給付・訓練等給付）を創設しました。従来の施設サービスは日中活動の
場と住まいの場とを組み合わせて利用できるようにしました。
　このほか、公費負担医療制度は自立支援医療制度に一本化、補装具の交付・修理サービスは補装具費の給付制度
とし、相談支援事業など地域生活支援事業を市が実施します。

障害者等に対し、身体機能の補助用具として車いすや、義肢、義眼、補聴器などの補装具の購
入・修理に要した費用を支給します。補装具費の支給

※地域生活支援事業には、以上の他に、訪問入浴サービス事業、奉仕員養成研修事業、自動車運転免許取得・改造助成事業、日中一時支援
事業、知的障害者職親委託事業などがあります。

■地域生活支援事業

事 業 内 容事 業 名

障害者、障害者の介護者、障害児の保護者等からの相談に応じ、情報提供、助言、サービス利用
計画の作成、サービス事業所等との連絡調整などを総合的に行います。相談支援事業

聴覚、言語機能、音声機能等の障害により意思疎通を図ることに支障がある人に手話通訳者、要
約筆記者の派遣等によりコミュニケーション支援を行います。コミュニケーション支援事業

介護・訓練支援用具、自立生活支援用具、在宅療養等支援用具、情報・意思疎通支援用具、排せ
つ管理支援用具、居宅生活動作補助用具等の給付を行います。日常生活用具給付等事業

障害者等が円滑に外出することができるよう移動支援を行います。移動支援事業

障害者等を通わせ、創作的活動または生産活動の機会の提供、社会との交流などを行います。地域活動支援センター事業

■障害者自立支援法による障害福祉サービス（介護給付・訓練等給付）

サ ー ビ ス 内 容サービス名区 分

自宅で、入浴、排せつ、食事等の介護を行います。居宅介護

介
護
給
付

訪
問
系
サ
ー
ビ
ス

重度の障害があり常に介護が必要な人に、自宅で入浴や排せつ、食事などの介
助や外出時の移動の補助をします。重度訪問介護

知的障害や精神障害により行動が困難で常に介護が必要な人に、行動するとき
必要な介助や外出時の移動の補助などをします。行動援護

家で介護を行う人が病気などの場合、短期間、施設へ入所できます。短期入所

常に介護が必要な人のなかでも介護を必要とする程度が著しく高いと認められ
た人には、居宅介護などの障害福祉サービスを包括的に提供します。重度障害者等包括支援

医療の必要な障害者で常に介護が必要な人に、医療機関で機能訓練や療養上の
管理、看護、介護や世話をします。療養介護

介
護
給
付

日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス

常に介護が必要な人に、施設で入浴や排せつ、食事の介護や創作的な活動など
の機会を提供します。生活介護

障害児が施設等に通い、日常生活における基本的な動作の指導や集団生活への
適応訓練などを行います。児童デイサービス

自立した日常生活や社会生活ができるよう、一定の期間における身体機能や生
活能力向上のために必要な訓練を行います。（機能訓練と生活訓練があります。）自立訓練

訓
練
等
給
付

就労を希望する人に、一定の期間内で生産活動やその他の活動の機会の提供、
知識や能力の向上のための訓練をします。就労移行支援

通常の事業所で働くことが困難な人に、就労の機会の提供や生産活動その他の
活動の機会の提供、知識や能力の向上のための訓練を行います。就労継続支援

共同生活をする場所で入浴や排せつ、食事の介護などを行います。共同生活介護（ケアホーム）介護
給付

居
住
系

サ
ー
ビ
ス

施設に入所する人に、主に夜間、入浴や排せつ、食事の介護などをします。施設入所支援

地域で共同生活を営む人に、住居における相談や日常生活上の援助をします。共同生活援助
（グループホーム）

訓練等
給付

※訪問系サービスは在宅で訪問を受けたり、通所などで利用するサービスです。日中活動系サービスは入所施設等で昼間の活動を支援する
サービスです。居住系サービスは入所施設等で住まいの場としてのサービスを行います。
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地域と「わんダフル・パートナー」になろう！

問い合わせ 
生活環境課環境衛生係 
�２９８－１１１１　内線２５４ 

　市民の皆様には、日ごろから市税につきましてご理
解、ご協力をいただき、誠にありがとうございます。
皆様に納めていただいた市税は、毎日の暮らしの中
で、道路や学校などの施設の建設、福祉の充実などの
貴重な財源として生かされています。
　今回から、市の歳入のうちで最も主要なものである
市税を簡単に紹介していきます。毎月ご覧いただい
て、市税について一層のご理解とご協力をいただけれ
ば幸いです。

■税の種類

　現在、日本には所得や財産に対してかかる税、消費
や流通の過程でかかる税など５０種類もの税があります。
　税にはいろいろな分け方がありますが、課税主体に
よって分けると「国税」と「地方税」に分けられます。
また地方税は「県税」と「市税」があります。那珂市
で現在課税している市税は次のとおりです。

◎普通税は、税の使い道が特定されず、どのようなも
のにも充てることができます。
◎目的税は、法律により税金の使い道が特定されてい
ます。

■平成１９年度一般会計予算歳入に占める税の割合

　那珂市の平成１９年度一般会計予算のうち、歳入（市
の年間収入）に占める税の割合は４１．５％（約７０億円）
です。
　税目割合は次のとおりです。

■問い合わせ／税務課税政係

�２９８－１１１１　内線１６６

●犬の登録

生後９１日以上になったら市に登録しましょう。
登録は生涯に一度、登録手数料は２，０００円です。
●狂犬病予防注射

市で行う集合注射または動物病院で毎年受けましょう。
集合注射料は２，９００円です。動物病院で受ける場合の料
金は病院にお問い合せください。注射済票交付手数料は
４００円です。
●各種届出

住所変更、所有者変更、死亡届などがあります。
●放し飼いはNG

散歩のときも引き綱（リード）は必ずつけましょう。
●散歩のマナー

・「ふん」を持ちかえる袋を持ちましょう。
・「ふん」をしてしまったら、持ちかえりましょう。
・持ちかえった「ふん」はトイレに流し、袋のみ、ごみ
として処分しましょう。

・ペットボトル等で水を携帯し、「おしっこ」のあとを流
しましょう。

●名無しのわんちゃん

首輪には「狂犬病予防注射済票」をつけましょう。
万が一行方不明になり保護されたときでも、どこのお宅
で飼われているのか調べることができます。

　犬の「ふん」放置や放し飼いに関する苦情が市に

寄せられています。

　地域の皆さんの迷惑にならないよう、飼い主のか

たはマナーを守りましょう。

■ペットの悩みや、野良犬等でお困りのかたは■

　茨城県動物指導センター　�０２９６－７２－１２００

http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/hoken/

dobutsu/index.html
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○冷房機器の不必要なつけすぎに気を付けましょう

○人のいない部室の照明は、こまめに消灯しましょう

市民税（個人・法人）

固定資産税

軽自動車税

市たばこ税

都市計画税

国民健康保険税

普
通
税

目
的
税

市　

税

市民税　４２．５％ 

固定資産税　４５．９％ 

都市計画税　４．６％ 市たばこ税　５．６％ 

軽自動車税　１．４％ 
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■企画課広報係　�２９８－１１１１　内線４３３

　市立図書館１階総合カウン
ターわきのエレベーター前に４
月２６日、AED（自動体外式除細
動器）が設置されました。
　AEDは心肺停止状態の人の
胸に電極パッドを当て通電に
よって救命する機器です。操作
手順や方法などが音声で指示さ
れ、簡単な講習を受ければ一般
のかたでも操作できます。
　市内の公共施設ではこのほ
か、市役所（本庁）１階市民課、
那珂総合公園窓口、市総合保健
福祉センター「ひだまり」窓口
にAEDが設置されています。

　春の全国交通安全運動が実施され
るのに合わせて、那珂警察署管内で
も５月１１日に同警察署前と、らぽー
る前交差点で街頭キャンペーンが行
われました。寺門副市長や水戸農業
高等学校の生徒２６人が、信号待ちの
ドライバーに、運動のスローガンで
もある「飛び出さない　君も車も　
自転車も」を意識し、常に「ゆとり」
と「ゆずりあい」の運転に努めてほ
しいと、笑顔と大きな声で啓発チラ
シなどを配り、安全運転を訴えまし
た。

��������	
春の全国交通安全運動

　外国文化を身近に感じていただく
ために那珂市国際交流協会が企画し
ている国際交流サロン。総会終了後
に行われた今回のサロンは「韓国の
文化紹介と多文化共生」をテーマに
韓国出身の朴美貞さんをお迎えして
５月１２日、ふれあいセンターよしの
で開催されました。朴さんは、日本
語の美しさから日本に興味を持った
エピソードを披露。韓国社会におけ
る仕事や結婚など身近な話題をユー
モアを交えながら講演するなど終始
和やかな講演会となりました。
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国際交流サロン「韓国の文化紹介と多文化共生」

　スワン暮らしの会が４月２４日、市
総合センターらぽーるにおいて、日
本原子力発電東海事業所の職員を招
いて「げんでん出前講座」を開催し
ました。
　講座では模型を利用して発電の仕
組みや、現在のエネルギーの事情に
おける原子力発電の必要性や安全
性、そして、放射線などについて説
明。消費者の立場から環境問題や暮
らしに役立つ活動を行っている会の
参加者は、原子力発電について熱心
に耳を傾けていました。
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げんでん出前講座を開催

　このほどJR水郡線鴻巣駅近くの
文洞溜池わきに「芳野農産物直売所」
が完成し、５月２０日、待望の竣工式
が晴れやかに行われました。小宅市
長が「地産地消の取り組みを推進し、
安全・安心で新鮮な那珂市農産物を
提供してまいります」とあいさつし、
テープカット後、入場が案内される
と、待ちに待ったお客様が買い物カ
ゴを手に、中で身動きが取れないほ
どになるという、オープン初日から
大変な賑わいとなりました。お客様
たちは皆それぞれに、かぼちゃや大

根、トマト、ねぎといった地元でと
れた新鮮な野菜を買い求めていまし
た。地域農業農村の活性化を目的と
して建設されたこの施設の運営は地
元芳野まちづくり協議会農業活動拠
点施設運営組合「ふれあいファーム
芳野」が行い、生産者と消費者の交
流拠点として情報を発信していきま
す。新鮮な野菜のほか、味噌工房・
餅工房・そば工房・豆腐工房を備え、
その工房で地元産の白大豆、青大豆
を使用して製造した豆腐「よしの美
人」も好評のようでした。
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新鮮野菜がいっぱいの「芳野農産物直売所」が完成

市立図書館にAEDが
設置されました
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地域の話題や身近な行事などありましたら、次までおしらせください。

　天皇皇后両陛下が平成１７年６月５
日、潮来市で第５６回全国植樹祭が開
催されたときにお手まきになられた
種を県林業技術センターが養生し、
今回、生育した苗木が移植できる大
きさに育ったため、県内全市町村な
どに配布されたことにより、那珂市
でもケヤキの苗木を４月２５日、一の
関溜池親水公園に植栽しました。
　この記念樹植栽式には菅谷西幼稚
園の園児たちも参加し、小宅市長と一
緒に、交代しながら「大きくなってね」
とスコップで土を入れてあげました。

���������
天皇皇后両陛下お手まき苗

　「いばらき森林クラブ」で代表を務
める市野沢伊司さん（瓜連）が、４
月２７日に、第１回「みどりの式典」
で、平成１９年緑化推進運動功労者内
閣総理大臣表彰を受けたため、その
受賞報告に小宅市長を訪れました。
緑化推進に顕著な功績のあった全国
１３の個人、団体が選ばれた中で、県
内では唯一「いばらき森林クラブ」
が表彰を受け、市野沢さんは「今年
１０年目にしてやってきたことが認め
られました」と受賞の喜びを語って
くれました。
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内閣府主催第１回「みどりの式典」

　本米崎小学校で５月９日、那珂警
察署、那珂市民間交通安全指導員、
交通安全教育講師の指導による交通
安全教室が行われました。
　５・６年生は自転車の安全な乗り
方を、１・２年生は道路の歩き方や
横断歩道の渡り方について学びまし
た。交通安全教育講師のかたが「さ
いしょはなぁに？」と問いかけると、
子どもたちは、「と・ま・れ！」と元
気な声で答え、左右をしっかり確認
のあと、大きく手を上げて横断歩道
を渡っていました。
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本米崎小学校で交通安全教室

　五節句の一つで古くから各家庭で
親しまれてきた端午の節句。その端
午の節句の由来や歴史を紹介する特
別企画展「端午の節句」が４月１４日
から５月２０日まで市歴史民俗資料館
で開催され、多くの来場者が訪れま
した。館内には、室町時代に和紙で
作られた 幟 のほか、明治時代の鯉の

のぼり

ぼりの様子をあらわした写真、兜三
段飾りなど貴重な品々が展示され、
訪れたかたがたは子どもの成長を願
う先人の強い気持ちを改めて感じて
いました。
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特別企画展「端午の節句」

　第５回を迎えた那珂市ソフトボー
ル連盟大会が４月２９日と５月６日の
両日、那珂総合公園で開催されまし
た。市内２６チームが参加した今回の
大会では、各チームが日頃の練習の
成果をぶつけ合い、熱い戦いを繰り
広げました。決勝戦ではトーナメン
トを勝ち抜いた全額田ソフトと富士
山クラブの両雄が激突。全額田ソフ
トが試合を制し、優勝の栄冠を手に
しました。また、３位にはSCスピ
リッツと上三ソフトクラブが入賞し
ました。
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那珂市ソフトボール連盟大会

　Ｖリーグで活躍中の日立佐和リ
ヴァーレの選手を招き平成１９年度那
珂市体育協会バレーボール教室が４
月２２日、那珂総合公園で行われまし
た。会場に集まった約２５０人の参加
者は早速、選手の練習風景や紅白戦
の様子を見学。プロのレベルを肌で
感じていました。続くバレーボール
教室では、選手が小学生を始めとし
た受講生に直接指導。憧れの選手か
らアドバイスが聞けるとあって、受
講生たちは真剣な表情で上達のコツ
を教わっていました。
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那珂市体育協会バレーボール教室
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　平成１９年度の申込受付は、１２月２８日
（金）まで随時行います。希望されるか
たは、必ずひだまり窓口にてお申し込
みください。
申し込み・問い合わせ／

市総合保健福祉センター「ひだまり」

健康推進課成人保健係　�２７０－８０７１

※受付時間　８：３０～１７：１５（月～金）

　現在、児童手当等を受けているかた
は、毎年６月に｢現況届｣を提出しなけ
ればなりません。この届は、毎年６月
１日における状況を記載し、児童手当
等を引き続き受ける要件があるかどう
かを確認するためのものです。この届
の提出がないと、６月分以降の手当が
受けられなくなりますので、ご注意く
ださい。

児童手当等の現況届の
提出について

　なお、現況届および年金加入証明書
等の書類は、６月中旬ころ、該当する
児童手当等受給者に郵送します。６月
末日までに現況届に必要事項を記入の
上、提出してください。
○現況届に必要な添付書類等

・国民年金以外の年金に加入している
かたは「養育者（児童手当等受給者）
の健康保険被保険証の写し」または
「年金加入証明書」
・平成１９年１月１日現在において、那
珂市に住所がなかったかたは、住所
のあった市区町村長証明の「平成１９
年度児童手当用所得証明書または課
税証明書」

※このほかに必要に応じて提出する書
類がある場合があります。

問い合わせ／

市社会福祉課子育て支援係

�２９８－１１１１　内線１２５・１２６

４月１５日～５月１４日（敬称略）

ご協力ありがとうございます
善 意 銀 行 へ

木村　純 ４，０００円
森井一雄 ２０，０００円
海野　實 ３，６００円
（宗）引接寺（浄財より） ２３，５７８円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしています。
 �２９８－８８８１

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　２１，２６０人

　（平成１９年４月末現在・
 前月比１４８増加）
○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　２億５２８６万円

　（平成１９年４月・
 前月比９７６万円減少）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

� 人の動き �

那珂市の人口（５月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，８４６人　　（－３５）
　女　　　２８，６２８人　　（＋１６）
　計　　　５６，４７４人　　（－１９）
世帯数　　２０，０７０世帯　（＋５３）

○出生　３５人
○死亡　４５人

（４月１～３０日）

� 今月の納税  �

○市県民税（普通徴収） １期

○介護保険料（普通徴収） ２期

納期限：７月２日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、次までお問
い合わせください。
問い合わせ／市税務課収納推進

室　�２９８－１１１１　内線１６７

問い合わせ／
大宮地方環境整備組合
�２９６－１７４４

測定結果につきまして
は、排出基準値を下
回っています。引き続
き維持管理に万全を期
してまいります。

　大宮地方環境整備組合では、施設から排出される排ガス測定とダイオキ
シン類濃度測定を実施しました。測定結果は次のとおりです。
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塩化水素濃度
（mg/N�）

窒素酸化物濃度
（ppm）

ばいじん量
（g/N�）施 設 名

（測 定 日） 排出
基準値

測定
結果

排出
基準値

測定
結果

排出
基準値

測定
結果

７００３６２５０１６００．１５
０．００５
未満

ごみ処理施設
環境センター１号炉
（平成１９年１月１７日測定）

７００５０２５０９７０．１５
０．００５
未満

ごみ処理施設
環境センター２号炉
（平成１８年１０月４日測定）

７００
３０
未満

２３０３９０．３５０．０１９
し尿処理施設
衛生センター汚泥乾燥炉
（平成１８年１２月２７日測定）

○排ガス測定結果

毒性当量（ng-TEQ/�）ごみ処理施設
環境センター２号炉
（平成１８年１１月９日測定） 排出基準値測定結果

５０．３４排出ガス

○ダイオキシン類濃度測定結果

毒性当量（ng-TEQ/g）ごみ処理施設
環境センター２号炉
（平成１８年１１月９日測定） 排出基準値測定結果

３０．０００３５焼却灰

����
�������
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■市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）
■ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp
■メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp
■おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、
「おしらせ版」（月３回（ただし、
５月、８月、１月は月２回））を発
行しています。このコーナーでは
その一部を掲載していますが、
「おしらせ版」も併せてご覧くだ
さい。

日時／７月４日（水）、１１日（水）、１８日
（水）、２５日（水）
いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福

祉センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

日時／７月１８日（水）　９：３０～１１：３０
※前日までにご予約ください。
※定員は２１組です。

場所／

市総合保健福祉センター「ひだまり」
対象者／２歳～就学前のお子さん
内容／歯垢染め出し・歯科衛生士によ

るブラッシング指導・歯に関す
る相談

持ってくるもの／

歯ブラシ（現在使用しているもの）、
コップ、タオル１枚、洗濯バサミ１個、
母子健康手帳
費用／無料
申し込み・問い合わせ／

市総合保健福祉センター「ひだまり」

健康推進課母子保健係　�２７０－８０７１

　次のとおり、健診の申し込みを受付
しています。詳細については、「平成
１９年度健康診査年間日程表」「市が行
う健診の内容、受け方について」をご
覧ください。お手元に届かないかたは
市健康推進課までご連絡ください。
○乳がん検診　（定員　各５０人）

※乳がん検診は、定員になり次第締め
切ります。平成１８年度乳房レントゲ
ンを受けたかたは、平成１９年度は受
けられません。
○総合健診・レディース検診

　申し込みは随時受付しています。健
診日は健康診査年間日程表をご参照く
ださい。
○子宮がん医療機関検診
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日時／７月１０日（火）　 １３：００～１７：００
　　　７月２４日（火） 　１３：００～１６：００
場所／市役所（本庁）１階市民相談室
相談員／弁護士
　※事前に予約が必要です。
申し込み・問い合わせ／市秘書課市民

相談室　�２９８－１１１１　内線１１８

心配ごと相談
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１日　小宅内科医院 （菅谷）
�２９８－００５０

８日　ルリア記念クリニック
 （中里）

�２９６－３３３３

１５日　瓜連慶友整形外科 （古徳）
�２９６－１１１６

１６日　那珂中央病院  （飯田）
�２９８－７８１１

２２日　かぼちゃクリニック （横堀）
�３５２－１１０７

２９日　えびすいクリニック （菅谷）
�２９５－８８８１

■診療時間／９：００～１１：３０
※往診はしません。
※保険証は必ず持参してください。
※診療時間外は、茨城県救急医療
情報コントロールセンター（県
メディカルセンター内）へお問
い合わせください。

�２４１－４１９９

各種健診の申し込みを
受付中です

法律相談

こども歯科相談のおしらせ

会　場検　診　日

市総合保健福祉セ
ンター「ひだまり」

７月２日（月）
８月９日（木）
９月５日（水）

　市では、市政全般にわたり、市民の皆さんのご意見をお伺いする
ため、次の日程で市政懇談会を開催いたします。
　多くの市民の皆様の参加をお待ちしておりますので、ご都合にあ
わせご来場ください。

��������	
��
�����

会　　場日　　時

ふれあいセンターよしの７月１０日（火）

市中央公民館７月１４日（土）

市総合保健福祉センター「ひだまり」７月１７日（火）

市総合センターらぽーる７月２０日（金）

ふれあいセンターよこぼり７月２６日（木）

◆時　間　いずれの会場も１９：００～２１：００です。
※ご意見、ご質問の事前受付も行っています。お気軽に下記まで
ご連絡ください。

◆問い合わせ
　市秘書課市民相談室　�２９８－１１１１　内線１１７・１１８



２０

■市立図書館へ行こう！
　●新着図書のご案内

����

市立図書館 

N●ひだまり 

● 
ジャスコ 

● 
カスミ 

●旧那珂町役場 
　　　　　跡地 

水
郡
線 

至水戸 

●Wonder 
GOO

旧
国
道
３
４
９
号
線 

国
道
３
４
９
号
線 

至常陸太田 

���������	

【一般図書】
●「玻璃の天」北村薫／文藝春秋
●「俳風三麗花」三田完／文藝春秋
●「いっしん虎徹」山本兼一／文藝春秋
●「メルカトル」長野まゆみ／大和書房
●「聖餐城」皆川博子／光文社
●「しずく」西加奈子／光文社
●「きみのためのバラ」池澤夏樹／新潮社
●「相棒に手を出すな」逢坂剛／新潮社
●「ハイドラ」金原ひとみ／新潮社
●「めぐらし屋」堀江敏幸／毎日新聞社
●「小さな神さま」太田治子／朝日新聞社
●「ダーティ・ワーク」絲山秋子／集英社
●「上海クライシス」春江一也／集英社
　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

��������	

破天荒だけど憎めない、“美晴叔母さ
ん”登場！美晴さんは「適齢期」の
美女ながら、何かと家を飛び出すト
ラブルメーカー。そんな彼女が追い
かけているものとは？彼女が巻き起
こすドタバタを姪の目線で描いた、
ハートウォーミングストーリー。
（集英社ホームページより）
山本幸久／集英社

������
根拠のない自信に、過剰な自意識と
鬱陶しいまでのナイーブさを抱え、
僕たちは、惑い、傷つき、夢を見つ
けようと上を見上げては途方に暮れ
る。大学生たちの息遣いと切実な思
いをリアルに描く、傑作青春グラ
フィティ。（角川書店ホームページ
より）
豊島ミホ／角川書店

��������	

からだにまつわる２０の切ないストー
リー。どんなに隠しておきたくて
も、どう無視しようとしても、やっ
ぱり私の一部。ともに生きていくの
だから、優しくみつめてみようか。
自分のからだを愛しく思えたときか
らほんとうの美しさが芽生える。
（集英社ホームページより）
筒井ともみ／集英社

■���������������
●開館時間
平日　　　　　　　９：３０～１９：００
土・日曜日、祝日　９：３０～１７：００

��������	
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６月 June ７月 July

休館日

土金木水火月日

７６５４３２１
１４１３１２１１１０９８
２１２０１９１８１７１６１５
２８２７２６２５２４２３２２

３１３０２９

土金木水火月日

２１
９８７６５４３
１６１５１４１３１２１１１０
２３２２２１２０１９１８１７
３０２９２８２７２６２５２４



広報なか６月号２１

豊
喰 

野
田　
　

真
聖 

昌
洋

菅
谷 

益
子　
　

愛
唯
菜 

英
樹

菅
谷 

小
林　
　

和
眞 

努

菅
谷 

石
川　
　

春
咲 

芳
洋

東
木
倉 

寺
田　
　

優
花 

雄
一

菅
谷 

鈴
木　
　

心
花 

邦
雄

菅
谷 

飛
田　
　

和
香
穂 

崇

菅
谷 

圷　
　
　

蓮
音　
　

勝
幸

菅
谷 

青
山　
　

陽
生 

幸
平

戸
崎 

五
味
田　

俊
祐 

貴
史

菅
谷 

齋
藤　
　

幸
希 

貴
稚

戸
崎 

青
島　
　

春
翔 

三
昭

菅
谷 

井
田　
　

綾
香 

孝
一

菅
谷 

齋
藤　
　

彩
桜 

俊
明

杉 

伊
藤　
　

夢 

寛
通

菅
谷 

�
星　
　

一
花 

光
一

住
所　
　
　

氏
名　
　
　
　
　
　
　

年
齢

中
台 

川
嶋　
　

克
之 

　

歳
７２

戸 

関　
　
　

ゑ
い 

　

歳
８９

豊
喰 

大
金　
　

親
信 

　

歳
８１

戸
崎 

薗
部　
　

義
雄 

　

歳
７７

中
里 

小
圷　
　

よ
し 

　

歳
８８

中
台 

打
越　
　

光
夫 

　

歳
８３

向
山 

佐
久
山　

康
次 

　

歳
７９

額
田
北
郷 

内
田　
　

勝
美 

　

歳
７１

額
田
北
郷 

三
戸　
　

智
慧
子 

　

歳
７５

菅
谷 

稲
見　
　

光
男 

　

歳
８６

菅
谷 

後
藤　
　

茂 

　

歳
７８

東
木
倉 

石
井　
　

三
千
男 

　

歳
６０

後
台 

海
野　
　

洋
治 

　

歳
５７

菅
谷 

宮
田　
　

善
一 

　

歳
８６

菅
谷 

戸
田　
　

和
美 

　

歳
７５

瓜
連 

西
野　
　

充
男 

　

歳
８５

鴻
巣 

大
内　
　

カ
ツ
ヱ 

　

歳
８９

後
台 

海
野　
　

實 

　

歳
８０

飯
田 

寺
門　
　

秀
雄 

　

歳
６６

鹿
島 

箕
川　
　

は
ま 

　

歳
８７

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

■材料　４人分
豚レバー（塊） ……………… ２００ｇ　　　
にんにく ……………………１片　　　　
しょうが ……………………１片　　　　
長ネギ（青い部分） …………１本　　　　
しょうゆ ……………………１／４カップ
酒 ……………………………１／４カップ
（付け合わせ）
かいわれ大根 ………………１／２束　　
ミニトマト …………………４、５個　　
サラダ菜 ……………………数枚　　　　

■作り方
①レバーは水洗いし熱湯でサッとゆでる。
②水に取り洗って、水気を切っておく。
③にんにく、しょうがは薄切り、長ネギは
ぶつ切りにする。
④鍋（レバーがぴったり入る大きさが良い）
にレバー、③、しょうゆ、酒を入れ、水
をかぶる位に加えてから火にかける。煮
だったら弱火にして２０～３０分煮てそのま
ま冷ます。
⑤④を薄切りにし、サラダ菜を敷いて盛
り、かいわれ大根やミニトマトを飾る。

※冷蔵庫で４～５日は保存できるので作る
ときは多めに作ってもいいですが、煮汁
につけたままでは塩分が強くなりすぎる
ので、２～３日目には取り出したほうが
いいです。

����

ヘルスメイトさんが作る健康料理�

��������	
�

■特に鉄分が多くビタミンの宝庫のレバー
です。貧血気味の女性のかた、成長期の
子どもたちに食べさせたい一品ですが、
コレステロールの高いかたは食べ過ぎに
注意�

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会那珂支部

杉（運動休養部会）

大森順子さん

中
台 

塙　
　
　

ち
い 

　

歳
９５

門
部 

�
澤　
　

益
子 

　

歳
７６

静 

青
山　
　

ち
よ 

　

歳
９８

瓜
連 

清
水　
　

輝 

　

歳
８６

平
野 

松
尾　
　

卓
治 

　

歳
７５

瓜
連 

勝
村　
　

正
昭 

　

歳
７０

杉 

木
野
内　

一
智 

　

歳
６３

後
台 

鈴
木　
　

武
男 

　

歳
８４

額
田
北
郷 

安　
　
　

信
夫 

　

歳
８７

津
田 

武
林　
　

秀
子 

　

歳
７２

鴻
巣 

�
畠　
　

正
夫 

　

歳
９１

東
木
倉 

根
本　
　

昭
子 

　

歳
７８

菅
谷 

増
永　
　

兼
正 

　

歳
７１

菅
谷 

平
野　
　

鈴
枝 

　

歳
９０

飯
田 

清
水　
　

昇 

　

歳
７７

瓜
連 

小
圷　
　

ハ
ル 

　

歳
９１

向
山 

戸
祭　
　

と
み
よ 

　

歳
８５

中
台 

根
本　
　

か
く 

　

歳
８３

戸 

寺
門　
　

繁 

　

歳
６１

瓜
連 

高
畑　
　

五
郎 

　

歳
８４

瓜
連 

清
水　
　

忠
夫 

　

歳
８８

菅
谷 

寺
門　
　

洋
子 

　

歳
６９

鴻
巣 

小
泉　
　

せ
い 

　

歳
８１

�
�
�
�

住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

額
田
南
郷 

松
本　
　

良
太 

公
則

菅
谷 

小
松　
　

美
羽 

利
明

菅
谷 

綿
引　
　

花
音 

弘
尚

菅
谷 

大
里　
　

悠
衣 

和
明

杉 

三
上　
　

愛
李 

美
佳

菅
谷 

井
坂　
　

悠
太
郎 

克
也

菅
谷 

小
山　
　

心
夢 

真
史

戸
崎 

平
松　
　

伸
一 

英
之

南
酒
出 

小
林　
　

璃
空 

宏
樹

菅
谷 

奥
田　
　

さ
く
ら 

拓
也

中
台 

海
野　
　

蓮 

良
美

菅
谷 

根
本　
　

竜
雅 

竜
彦

菅
谷 

�
村　
　

陽
基 

典
祐

菅
谷 

鹿
野　
　

愛 

健
一

福
田 

鹿
内　
　

星
穏 

英
樹

�
�
�
�
�

�

�
��

�
�
�
��

�
�
�

��

���
�
�
�
�

�
�
�
�



２２

父・克志さん　母・美知子さん
６月１８日生まれ（菅谷）

父・勇一さん　母・三保さん
６月１８日生まれ（後台）

父・真一さん　母・裕美さん
６月２２日生まれ（瓜連）

元
気
に
育
っ
て
ね

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ

大
き
く
育
っ
て
ね

い
つ
も
笑
顔
で
ね

�������� ��������� ��

け い

������
きょう

��� ��

すけ

第����回 

年
３
月
に
大
阪
で
開
催

さ
れ
た
「
第
９
回
全
国

小
学
生
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
リ
レ
ー
研
修
大
会
」に
、茨
城

県
代
表
と
し
て
水
戸
陸
上
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
か
ら
男
子
３
人
、
女
子

３
人
の
選
手
が
参
加
し
、
全
国
か

ら
選
ば
れ
た
小
学
生
た
ち
と
競
い

合
い
ま
し
た
。
そ
の
代
表
選
手
の

一
人
だ
っ
た
の
が
、
現
在
那
珂
一

中
１
年
生
の
海
野
未
湖
さ
ん
で
す
。

　

海
野
さ
ん
は
、
小
学
１
年
生
か

ら「
東
海
村
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

な
ど
数
々
の
大
会
に
出
場
し
て
い

て
、
４
年
生
で
は
県
大
会
に
も
出

場
を
果
た
し
、
１
０
０
ｍ
で
２
位
、

５
年
生
で
も
同
県
大
会
１
０
０
ｍ

で
４
位
と
い
う
、
す
ば
ら
し
い
成

績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

６
年
生
に
な
っ
て
か
ら
の
海
野

さ
ん
は
長
距
離
を
得
意
と
し
、
昨

年　

月
の
栃
木
「
馬
頭
町
ゆ
り
が

１１
ね
マ
ラ
ソ
ン
」
に
始
ま
り
、　

月
１２

「
か
さ
ま
陶
芸
の
里
マ
ラ
ソ
ン
」、

今
年
に
入
っ
て
１
月
「
東
海
村
新

春
マ
ラ
ソ
ン
」、「
牛
久
シ
テ
ィ
マ

ラ
ソ
ン
」、
２
月
「
大
洗
マ
ラ
ソ

ン
」、
３
月
「
桜
川
市
マ
ラ
ソ
ン
」

と
、
こ
れ
ら
の
大
会
す
べ
て
に
優

勝
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
そ
の
記

録
で
す
が
、　

月
の
栃
木
の
大
会

１１

で
は「
大
会
新
記
録
」を
達
成
。
ま

た
、　

月
に
行
わ
れ
た
那
珂
市
で

１２

の
冬
季
駅
伝
競
走
で
は
１
区
の

「第９回全国小学生クロスカントリーリレー研修大会」に出場

海野未湖さん／那珂一中１年

今

「
区
間
新
記
録
」を
打
ち
出
し
て
い

る
ほ
ど
で
す
。

　

一
番
印
象
に
残
っ
た
大
会
に
つ

い
て
伺
う
と
、
や
は
り
３
月
に
大

阪
で
走
っ
た
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

リ
レ
ー
の
大
会
と
話
し
て
く
れ
ま

す
。「
全
国
の
選
手
と
競
い
合
う

こ
と
が
で
き
た
初
め
て
の
大
会

で
、
６
区
間
の
う
ち
の
１
区
（
１
・

６
�
）
を
走
り
ま
し
た
が
、
皆
、

大
変
レ
ベ
ル
が
高
く
、
緊
張
し

て
、
思
う
よ
う
に
走
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
ま
で
走
っ
て
き
た
中
で

一
番
悔
し
い
思
い
を
し
た
大
会
。

も
う
１
回
走
り
た
い
で
す
」
と
、

そ
の
と
き
の
思
い
を
振
り
返
り
ま

す
。
ま
た
、「
負
け
ず
嫌
い
で
、
走

る
こ
と
に
関
し
て
も
最
後
ま
で
負

け
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
い
つ
も

走
っ
て
い
る
の
で
、
自
分
に
と
っ

て
は
似
合
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
」
笑
顔
で
応
え
る

海
野
さ
ん
か
ら
は
、
と
て
も
強
い

気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
「
い
ろ
い
ろ
な
大
会
で
頑
張
っ

て
走
っ
て
き
て
、
良
い
成
績
が
取

れ
た
と
き
の
こ
と
を
思
い
出
す

と
、
つ
ら
い
と
き
や
苦
し
い
と
き

も
乗
り
越
え
ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら

も
中
学
・
高
校
で
ど
ん
ど
ん
走
っ

て
い
き
、
体
力
的
に
も
、
精
神
的

に
も
強
く
な
り
た
い
」
力
強
い
言

葉
に
、
海
野
さ
ん
の
今
後
の
活
躍

に
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

��������	���������������������������������������

�����������������������������������������������



広報なか６月号２３
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と め し

��������	

と め ぐん とう わ

��
ちょう

平山　泉さん／横堀

　

清
ら
か
な
大
河
北
上
川
が
雄
大

に
流
れ
、周
囲
の
山
々
が
四
季
折
々

の
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
ま
ち
、

そ
れ
が
私
の
古
里
東
和
町
で
す
。

　

実
家
が
北
上
川
に
近
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
古
里
の
思
い
出
は
北
上

川
そ
の
も
の
の
思
い
出
で
も
あ
り

ま
す
。
当
時
の
北
上
川
は
川
底
ま

で
透
き
通
っ
て
見
え
る
く
ら
い
美

し
く
、
飲
用
で
き
る
ほ
ど
で
し
た
。

野
菜
な
ど
の
洗
い
物
を
す
る
大
人

の
周
り
を
子
ど
も
た
ち
が
遊
び
回

る
河
原
は
、
ま
さ
に
地
域
住
民
の

憩
い
の
場
。
幼
少
だ
っ
た
私
は
、

そ
の
北
上
川
で
泳
い
だ
り
、
め
だ

か
を
と
っ
た
り
し
て
遊
ぶ
の
が
好

き
で
、
時
間
が
た
つ
の
を
忘
れ
て

し
ま
う
ほ
ど
夢
中
に
な
っ
て
遊
ん

だ
こ
と
が
今
と
な
っ
て
は
と
て
も

良
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
幼
少
時
代
に
楽
し
み
に

し
て
い
た
お
祭
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
盆
に
行
わ
れ
る 
米  
谷 
の
花
火
大

ま
い 

や

会
が
そ
の
一
つ
で
す
。
今
で
も
帰

省
す
る
た
び
、
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
北
上
川
の
河
川
敷

か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花
火
が
夜

空
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
様
を
見
て

い
る
と
、
幼
い
こ
ろ
家
族
そ
ろ
っ

て
空
を
見
上
げ
た
温
か
な
記
憶
に

ふ
っ
と
包
ま
れ
る
感
じ
が
し
ま
す
。

　
「
米
川
の
水
か
ぶ
り
」も
思
い
出

深
い
お
祭
り
で
す
。
顔
に
す
す
を

塗
っ
た
男
の
人
が
、
水
を
か
け
な

が
ら
勇
壮
に
駆
け
回
る
初
午
の
日

に
行
わ
れ
る
お
祭
り
で
、そ
の
猛
々

し
さ
に
幼
か
っ
た
私
は
、
ち
ょ
っ

と
驚
き
な
が
ら
見
て
い
た
こ
と
が

と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

里
帰
り
の
途
中
、
一
面
の
り
ん

ご
畑
か
ら
ほ
ん
の
り
と
甘
い
香
り

が
漂
っ
て
く
る
と
、
そ
こ
が
我
が

古
里
東
和
町
。
そ
の
温
か
な
印
象

そ
の
も
の
が
、
私
の
心
の
中
に
あ

る
古
里
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

東
和
町
を
離
れ
、
今
は
那
珂
市
が

古
里
と
い
え
る
く
ら
い
こ
ち
ら
で

の
生
活
が
長
く
な
り
ま
し
た
。
友

人
と
「
む
つ
み
会
」
と
い
う
会
を

作
っ
て
一
緒
に
食
事
を
し
た
り
、

山
菜
採
り
を
し
た
り
充
実
し
た
毎

日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
地
域
の
か
た
に
支
え
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。

�

■ふるさと一口メモ
登米市は、宮城県北東部に位置
し岩手県との県境にある市。平
成１７年４月１日に登米郡東和
町、迫町、登米町、中田町、豊
里町、米山町、石越町、南方町、
本吉郡津山町の９町が合併して
誕生した。水郷地帯であること
から多くの渡り鳥が訪れ伊豆
沼・内沼エリアはラムサール条
約指定地域になっている。その
他、「みやぎの明治村」には国
指定重要文化財の教育資料館が
ある。人口約８９，０００人。

宮城県

春
耕
や
路
を
這
ひ
ゆ
く
土
埃 

海　

後　
　
　

甫

見
世
蔵
の
漆
天
井
古
雛 

雨　

宮　

文　

枝

春
の
凪
番
屋
の
網
の
乱
れ
を
り 

大　

森　
　
　

滿

野
火
走
る
男
も
走
り
遠
筑
波 

高　

野　

祝　

子

杉
伐
っ
て
浅
春
の
空
開
け
た
り 

宇
佐
美　

和　

子

花
満
開
命
宿
せ
し
娘
の
ま
ぶ
し 

飯　

島　

京　

子

平
凡
に
生
き
て
還
暦
沈
丁
花 

筒　

井　

か
よ
子

言
葉
み
な
さ
ら
わ
れ
て
ゆ
く
虎
落
笛 

浅　

野　

と
し
子

た
そ
が
れ
の
辛
夷
の
花
や
龍
太
逝
く 

山　

澤　

良　

子

春
耕
の
音
軽
や
か
に
空
に
消
ゆ 

溝　

井　

章　

恵

春
怒
涛
漁
港
に
揺
ら
ぐ
船
の
数 

藤　

岡　

み
ち
子

大
樹
な
る
枝
垂
れ
る
桜
降
る
ご
と
し 

袴　

塚　

和　

子

誕
生
会
電
波
時
計
の
狂
い
な
し 

會　

澤　

ち
い
子

【俳　句】あせび句会　小橋末吉選

【短　歌】 白鳥 短歌会
くぐひ

幕
末
の
女
傑
止
幾
子
の
生
家
訪
い
残
る
遺
品
に
往
時
を
し
の
ぶ 

井　

坂　

光　

位

水
の 
面 
に
枯
れ
て
立
ち
た
る
睡
蓮
に
鶺
鴒
ひ
と
つ
春
を
動
か
す 

大　

森　
　
　

満

も

「
パ
ト
ロ
ー
ル
中
」
と
ふ
幟
立
ち
並
ぶ
春
な
ほ
寒
き
過
疎
の
道
行
く 

加　

藤　
　
　

要

 
短  
歌 
の
ご
と
は
か
な
き
も
の
こ
そ
文
化
と
ぞ
「
国
家
の
品
格
」
吾
を
励
ま
す

う 

た

 

草　

野　
　
　

豊

し
っ
と
り
と
春
雨
に
潤
う
畑
の
な
か
雉
子
の 
鋭 
き
声
雲
を
切
り 
割 
く 

中　

崎　

美
登
利

と 

さ

夜
を
深
く
畑
一
面
の
霧
た
て
り
教
育
三
法
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し 

中
井
川　

胤　

文

登米市

▲



 

古紙配合率100％再生紙と大豆油インキを使用しています。 

　
警
察
官
を
目
指
し
た
の
は
、
福
島
の
実

家
を
受
け
持
つ
駐
在
所
の
警
察
官
の
勧
め

で
し
た
。
祖
父
が
長
年
防
犯
連
絡
委
員
を

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
か
た
と
話
す

機
会
が
多
か
っ
た
の
で
す
。
小
さ
な
町
の

「
駐
在
さ
ん
」
と
し
て
地
域
に
溶
け
込
ん

で
い
て
、
祖
父
は
そ
の
駐
在
所
に
よ
く
顔

を
出
し
て
い
ま
す
。 

　
私
は
今
、
瓜
連
駐
在
所
で
勤
務
し
て
い

ま
す
。
大
学
が
水
戸
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

水
戸
市
内
に
は
馴
染
み
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
那
珂
市
に
は
縁
が
な
く
、
那
珂
警
察

署
に
赴
任
し
た
時
に
は
不
安
で
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
瓜
連
は
と
て
も
静
か
で
故
郷
を

思
わ
せ
る
風
景
が
広
が
っ
て
お
り
、
と
て

も
居
心
地
の
い
い
所
で
し
た
。
勤
務
の
日

に
は
立
哨
に
出
て
子
ど
も
た
ち
に
あ
い
さ

つ
す
る
と
、
元
気
な
あ
い
さ
つ
が
戻
っ
て

く
る
す
ば
ら
し
い
地
区
で
す
。
今
は
、
少
し

で
も
多
く
の
か
た
に
顔
を
覚
え
て
も
ら
い
、

「
お
ら
が
瓜
連
の
駐
在
さ
ん
」
と
し
て
頼

り
に
さ
れ
る
警
察
官
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

　静峰ふるさと公園で４月２１日から
５月５日まで開催された八重桜まつり。
４月２２日、２９日、３０日の３日間は
盛りだくさんのイベントが行われ観客
を魅了しました。那珂太鼓保存会も
２９日にステージに登場。鳴り響く鼓

動が来場者の心を引き付けました。
また、２２日には八重桜ガイドツアー
が実施され、参加者の皆さんはイン
ストラクターから品種の見分け方な
どの説明を受けながら鑑賞し、満開
の桜を楽しんでいました。 

●日本のさくら100選地　静峰ふるさと公園で八重桜まつりが盛大に開催 

楽しく仕事をしています 

上石寿和さん 
菅谷　２３歳 
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額田小学校　２年　浅川成永さん 

横堀幼稚園 
せやゆうきくん（５歳） 

こいのぼりのうたをうたいなが
ら、おともだちといっしょにこ
いのぼりをみたよ。 

でんしゃにのって、はながたく
さんさいているばしょにおでか
けしたいなぁ。 

五台幼稚園 
とざわのぞみちゃん（６歳） 

額田小学校　６年　草野謙一さん 額田小学校　５年　安西詩歩さん 

印刷／いばらき印刷株式会社 




